
裁判員制度の実施状況について

　平成２１年５月２１日に裁判員法が施行され，平成２１年１２月末現在で１４２件

の裁判員裁判が実施されました。このコーナーでは，平成２１年の裁判員裁判の実施

状況（統計データ・裁判員等経験者に対するアンケート結果・裁判員経験者の声）に

ついてお知らせします。

　平成２１年の裁判員裁判で裁判員に選ばれた方は８３８名です。
　アンケートの結果によると，性別は，男性が５３. ５％，女性が４３. ０％（無回答が３. ５％）
となっており，年齢もほぼ各年代からまんべんなく選ばれています。職業については，お勤
めの方が５８. １％と過半数を占め，パート・アルバイトの方（１２. ９％），専業主婦・主
夫の方（１０. ２％），自営・自由業の方（６. ５％）が続いています（図２～４）。

　１事件あたりの平均でみると，個別の事件ごとの裁判員候補者として９５名の方が選ばれ
ていますが，このうち５０名（５３％）の方は辞退が認められています。また，事前に辞退
が認められた方などを除いた４５名のうち，８４％にあたる３８名の方に裁判所で行われる
選任手続期日にお越しいただき，この中からくじで６人の裁判員が選ばれました。

１　事件数

２　裁判員の数等

３　選任手続の状況

　平成２１年に行われた裁判員裁判
１４２件の内訳を罪名別でみると，強盗
致傷事件４２件，殺人事件３３件，覚せ
い剤取締法違反事件１６件の順になって
います（図１）。

【図１】
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【図２】

【図３】
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（1）法廷で審理を行った日数（開廷回数）です
が，ほとんどの事件（１３４件）が４日以内
で終了しています（図５）。また，判決の内容
を決めるための評議の時間は，平均約６. ６時
間でした。　

４　審理・評議の状況

（2）審理の内容については，７０. ９％の裁判員
が「理解しやすかった」と回答しており，裁
判員の方々にとってわかりやすい裁判が，お
おむね実現されていると考えられます（図６）。

（3）評議については，７５. ８％の裁判員が「十
分に議論ができた」と回答しており，評議に
おいて活発な議論が交わされたことがうかが
えます（図７）。
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審理内容の理解のしやすさ

評議における議論の充実度

【図５】

【図６】

【図７】
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５　裁判員に選ばれる前の気持ち・裁判に参加した感想 

（1）裁判員に選ばれる前は，「あまりやりたくなかった」又は「やりたくなかった」と
回答された方が合計５５. ７％に上っていましたが，裁判員として裁判に参加した後
では，合計９６. ７％の方が「非常によい経験と感じた」又は「よい経験と感じた」
と回答しており，充実感をもって裁判員としての職務に従事していただいたことが
うかがえます（図８）。

（2） 裁判所の対応（職員の応対・設備など）については，７７. ０％の裁判員が 「適切
であった」と回答しています（図９）。
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裁判員に選ばれる前の気持ち

裁判所の対応に対する全体的な印象

裁判員として裁判に参加した感想

【図８】

【図９】
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６　裁判員　

実際に裁判員を

声をご紹介しま
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ドラマでよく見る法廷の場面では，専門用語

が出てきてわからないところもあるのですが，

実際の裁判では，とてもわかりやすいと
思いました。

（３０代・女性・主婦）

会社に休暇制度がありましたし，

上司も理解してくれて， 「がんばってこ
い。」と快く送り出してくれました。
（３０代・男性・会社員）

６人の裁判員は，凝縮された時間を一緒に過ごす中で，

ある種の連帯感を感じながら，それぞれの背負ってきた

人生が反映された意見を十分に言えたと思います。
裁判員制度を利用しながら，1人でも多くの方が社会全

体の問題点を考えることによって，社会がよりよい方
向に向かっていくといいなと思います。
（６０代・男性・元会社員）
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経験者の声

経験された方々の

す。
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裁判員は素人なので，一般人の代表として一般
の意見を言った上で，みんなでまとめて１つの判決

になることが，裁判員にとって一番重要なことじゃ

ないかと思います。滅多にできない経験です
し，今まで知らなかった法律のことがすごく勉強に

なったので，できるからには，ぜひやっていただい

た方が非常にためになると思います。
（２０代・男性・会社員）

ぜひとも前向きにトライしていただきたいと

思います。

経験した分必ず人生に得るものが
あると思います。
（７０代・男性・会社役員・自営業）

私は，仕事をしながら３歳の子どもを育てていて，

時間的にはとても大変なのですが，「お母さんも
昔この制度に参加したんだよ。」というの
を子どもに伝えられたらいいなと思って参
加しました。

裁判員に選ばれるというのは，なかなかできない

貴重な経験なので，ぜひ経験していただきた
いなと思います。
（３０代・女性・主婦）


